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目指すのは誰もが住みやすい地域社会

⚫ 老人保健施設（160床）
⚫ 特別養護老人ホーム ２施設
⚫ 介護付き有料老人ホーム 2施設
⚫ 住宅型有料老人ホーム 1施設
⚫ グループホーム
⚫ 居宅介護支援事業所

⚫ クリニック ３施設
⚫ 有床診療所（19床）
⚫ 訪問看護ステーション
⚫ 在宅医療センター悠

医療

介護

福祉

⚫ 障害福祉サービス事業所
⚫ 保育園 3施設



• 往診医、訪問看護師、訪問リ
ハビリ、ケアマネージャー、
医療相談員が同室に

• より他職種が身近に、連携を
しやすく、チームとして一丸
になろう

訪問範囲
奈良市・大和郡山市
生駒市・安堵町 等

• 有床診療所（19床）の栄養管理

• 予防事業

• 2021年度実績

訪問栄養食事指導 1687件

（医療・介護）



在宅訪問栄養指導の主な支援内容

➢ 食事摂取量と栄養状態のチェック
➢ 食事療法の指導
➢ 調理支援、調理指導（嚥下食・治療食）
➢ 栄養補助食品や介護食の紹介
➢ 食生活プランの作成
➢ ヘルパー指導
➢ 経管栄養の調整
➢ 身体評価

あり

64%

なし

36%

調理の有無

◆調理有りが６割程度
◆レシピ提供実施が４割程度

2020年度在宅支援いむらクリニック実績



食事療法, 37%

嚥下食, 35%

低栄養, 16%

食環境整備, 9%
その他, 3%

n=80

神経難病

41%

認知症・加齢

31%

脳疾患

24%

その他

4%

嚥下食

糖尿病

28%

腎臓病

29%

イレウス

18%

その他

25%

食事療法

在宅医療センター悠 2021年度

訪問栄養介入者の介入内容

実際には複合しているケースがほとんど



食事療法

治療食が必要でも
好きなもの食べたいよね

ご家族への調理指導

ご一緒に調理したものを
レシピにしてお渡し



嚥下食の作り置き

嚥下食の特別ディナー

ヘルパー指導

嚥下食



食べる楽しみとは

好きなもの 誰と食べるか 五感で感じる

作り手 行事季節



嚥下困難者が食を楽しむために必要なこと

➢ 嗜好に合っている

➢ 季節感を楽しめる

➢ 食へのこだわりに対応できる

➢ 誤嚥リスクが低い

個別性に配慮
食形態の調整

管理栄養士
の活用を



管理栄養士による終末期食事支援の実際

引用：一般社団法人 在宅医療連合学会
がん疾患の在宅医療人材育成講座



参考：一般社団法人 在宅医療連合学会
がん疾患の在宅医療人材育成講座

１．食べることで健康になっていく支援だけが管理栄養士
の支援ではない

２．介入のタイミングと回数の妥当性

３．食事を準備する介護者のケアも重要

➢ 「治す・キュア」よりも「ケア・癒す」の介入が求められる
➢ QOL（生活・死）をあげる食支援も管理栄養士の食支援であるべき

➢ 短い期間の変化していく病状、患者・家族の要望に応えるためには多職種連携が重
要

全ての終末期患者に「ワンスプーン」の意義が問
われている

➢ 食事の準備や介助に不安や負担感がないか


